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誓

オ
レ
キ
ン
ル
ー
ト
下
の

低
空
飛
行
の
実
態
学
ぶ

高
知
空
域
関
係
議
員
ら
参
加

米
華
岩
国
墓
地
（
山
口

県
岩
国
市
）
の
強
化
と
低

空
飛
行
訓
練
の
実
態
に
つ

い
て
学
ぶ
「
米
軍
の
訓
練

空
域
拡
大
と
低
空
飛
行
は

許
さ
な
い
学
習
交
流
会
」

が
6
日
、
高
知
市
で
開
か

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
高
知
県
議

団
が
主
催
し
、
和
歌
山
県

を
起
点
に
徳
島
県
か
ら
四

国
山
地
を
横
断
す
る
米
軍

の
低
空
飛
行
訓
練
空
域

「
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
」
に

関
係
す
る
各
県
の
党
地
方

議
員
や
市
民
ら
約
0
0
人
が

参
脚
。
党
中
央
委
員
会
の

小
泉
親
司
・
基
地
対
策
委

員
会
責
任
者
が
講
演
し
ま

し
た
。
戦
争
法
と
一
体
で

進
む
基
地
強
化
の
動
き
に

つ
い
て
語
っ
た
小
泉
氏
は

「
米
軍
は
F
3
5
B
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
を
岩
国
墓
地
に

配
備
す
る
と
し
、
オ
ス
プ

レ
イ
に
よ
る
低
空
飛
行
訓

練
の
拡
大
も
狙
っ
て
い
ま

す
。
四
国
で
も
運
動
を
進
－

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

画
像
か
ら
米
軍
機
の
事

度
を
推
定
す
る
方
法
を
説
一

明
し
た
、
低
空
飛
行
解
牢

セ
ン
タ
ー
の
大
野
智
久
卑

長
は
「
各
地
で
住
民
の
金

と
安
全
を
守
る
た
め
に
力
一

を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
ー
Ⅲ

発
言
。
自
宅
の
真
上
を
米

軍
機
が
飛
行
す
る
高
知
匝

香
美
市
の
藤
田
希
民
子
き

ん
（
4
8
）
は
「
行
政
に
実
態

を
告
発
し
、
個
人
宅
で
は

初
め
て
騒
音
測
定
器
が
誇

覆
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
発

信
と
映
像
で
の
記
録
を
続

け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

四
国
4
県
と
山
口
県
か

ら
県
議
が
参
加
し
、
各
地

の
現
状
を
報
告
し
ま
し

た
。
白
川
よ
う
子
香
川
県

議
は
「
四
国
の
空
に
米
軍

機
を
飛
ば
さ
な
い
た
た
か

い
を
広
障
た
い
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

し
孝
一
叫
プ
ラ
午
で
弟
幼
年
、
ハ
l
ヽ
1
1
－

高
利
曝
社
会
福
祉
大
会
ガ
作
用
∵

∵

l
ヽ
1
1
－

も

日

南

畠

惣

善

愛

瑳

彰

蛍

遥

諾

、

逮

擁

遥

濃

襲

語

勢

霞

蒜

穿

小
向
　
レ
晋
麿
を
－
て
寄

せ
て
日
を
舌
き
ま
ー
に

頁
関
屋
枚
で
喪
按
の
祐

社
と
え
え
て
千
そ
っ
て

方
々
の
家
弟
を
宿
所
小
吉
I
〝

宣
誓
暴
圧
霧
官
易

の
楳
青
函
の
国
表
さ
ん
岬
招
霧
〝／

で
あ
せ
話
に
な
フ
て
い
る

苧
児
童
貢
の
希
写
レ
諸

表
動
き
夙
時
、
ガ
弓
膚
翻

折
裾
、
l
a
拍
手
を
肴
迭
リ

矛
－
た
＼
一
事
か
、
う
も
冶
搾
れ

に
角
を
つ
け
て
二
滴
彪
日

を
妄
言
十
で
誓
∴
∵

ミ
ミ
ミ
ミ


